
画像
素材名 いちき串木野市の素材

名前
（ニックネーム） 今村 隆雄 様

所在地（県名） 鹿児島県

ウェルネスかごしま 健康増進魅力発掘プロジェクト
ウェルネス素材部門

ポイント
いちき串木野には市役所の中に、食のまち推進課があり、全国に発信しています。特産品として、さつま揚げ、まぐろ、焼酎、果物、まぐろを使った
ラーメン 他多数。

１．さつま揚げ（昔はチキ揚げ）
さつま揚げは江戸時代に串木野の漁師が琉球から製造法を持ち帰り近海の魚を使って作ったのが始まりとされ、串木野がさつま揚げ発祥の地と言わ
れています。西薩中核工業団地には大型のさつま揚げ工場があり、予約制で、製造工程をガラス越しに見学ができます。

２．薩摩藩英国留学生記念館（いちき串木野市羽島）
鹿児島中央駅東口の「若き薩摩の群像」に堀孝之と高見弥一の二人の銅像が建立され、9月に除幕の予定です。留学生19名全員の銅像が揃いますので、
黎明の地羽島を訪れる人が増えることが期待できます。

３．白浜温泉（天然温泉）
県道羽島線の白浜の高台に、眼下に東シナ海を見下す絶景があります。

４．薩摩金山蔵
江戸時代に薩摩藩の財政を支えた金鉱山の跡があります。トロッコで旧坑道を見学できます。焼酎も貯蔵されています。

５．冠嶽園
2000年前、秦の始皇帝の命により、不老不死の薬を求めて徐福が串木野に上陸し、冠を置いたと言われる霊峰冠嶽がそびえ、近くに中国式庭園があ
ります。

６．日本地下石油（株）ちかび展示館
さつま揚げ工場と白浜温泉の中間に、日本地下石油(株)ちかび展示館があります。日本で3か所の地下備蓄基地です。原油の量は、日本で使う量の3日
分に相当します。

※金山蔵からの帰りに冠嶽に行く前に食事がベストと考えます。国道3号線のインターの入口に近いところに串木野漁協直営の海鮮まぐろ屋があ
ります。


